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テーマ： オンライン検索エンジンの 過去・現在・未来
「ぐーぐる？」初めて検索エンジンGoogleの名を聞いたのは2000年9月のことであった。当時の混沌としたweb検索エンジンに革命をもたらした。本書ではこのようなオンライン検索エンジンの歩んできた過去、現在について考察し、これからのオンライン形態を見据えた検索エンジンの将来を描画してゆく。
1998年頃、インターネットという新しい通信インフラが世に出回り始め、webサイトという形で情報を容易に発信できるようになった。企業だけではなく個人でも用意に情報発信ができるというインフラができたのだ。その情報にアクセスするにはアクセスする人がURL（Uniform Resource Locator）というオンラインインフラ上で、その場所を特定するための規格だ。逆にとると膨大な数のwebサイトが同一の区分けに存在するという事にもなる。そうなってくると何が必要かというと、webサイトの整理だ。大手企業、官庁、一般個人が同じインフラの上に情報を置くということになる。

現実世界に置き換えて言い直すと、「日本」という、周りが海に囲まれ（独立したインフラ）、すべてが平地（同一のインフラ）の上に国会議事堂、東京ドーム、民家、田んぼがあちらこちらに点在する状態。もちろん地図は作成しようがない、なぜなら新しい建物がひっきりなしに建築され、改築され、そして崩壊もある。しかしそれらはGPSというある一点を指し示すことができる技術（URL）がある。
そんなカオスな世の中に現れたのが検索エンジンだ。検索エンジンは主に2種類あり、ディレクトリ方とロボット型に分類され、違いは、「人」か「機械」かだ。前者は人手によってwebサイトのカテゴリを分類してゆくのに対し、後者は検索ロボットというサーバーがwebサイトのリンクをたどっていき、そのページのテキストをデータベースに保存してゆく方法である。
1998年～2000年あたりまではこの2種類の検索型がメインだった。ディレクトリ検索型で有名だったのはYahoo! Japan（http://www.yahoo.co.jp/）、ロボット型で有名だったのはgoo（http://www.goo.ne.jp/）であった。
その当時、人々はこれらの2種類の検索エンジンを検索する対象によって使い分けていた。しかし、これらの2種類は相反するものでお互い、利点と大きな欠点が存在する。
また、今も昔も通じることだが、自分の目的のwebサイトを見つけたら、そのサイトから張られているリンクや、参考文献などをたどっていくという方法である。「類は友を呼ぶ」ということわざが成り立つだろうという予想からそういう方法が生まれているのであろう。
そのような状況の中ディレクトリ型とロボット型のちょうど間ぐらいのアルゴリズムの検索エンジンが生まれた。それがGoogle（http://www.google.com/）である。Googleは基本的にはロボットサーバーが世界中のwebページをデータベースに保存しているという形だが、登録されているURLが閲覧された回数やユーザーのフィードバックから得た情報を元に、情報として質が高いと思われるURLを検索結果の上位に表示している。そうすることにより、検索するユーザーは、自分の捜し求めている情報を得やすくなった。
現在ではGoogleと同じようにロボットが集めてきたwebページの意味的解析の制度をあげることによってより精度の高い検索結果を返すというような動きがある。そのようなサイトの先駆的なものとして、WiseNut（http://www.wisenut.com/）、TEOMA（http://www.teoma.com/）がある。あたらしい検索方法として、webページのもっている情報の位置的な情報に重点をおいて検索結果を返すLasso（http://www.lasoo.com/）や、最初から対象となる学術分野の範囲を絞ることによって検索範囲を限定しているCURE（http://www.starpond.com/）カーネギー・メロン大学から独立して生まれた米ビビジモ社のビビジモ（http://vivisimo.com/）は、他の検索エンジンを使用し結果を分類する、いわば「メタ検索エンジン」だ。
そして、未来のオンライン情報のあり方を予測し、その情報へたどり着くまでの検索方法を考えてみる。
これからの未来のオンライン上の情報は各個人が情報を管理し、それを共有するという動きが見られる。いわゆるPear To Pear（以下P2Pと表記）概念に基づくオンライン形成だ。それを象徴すべくP2Pグループウェアであるgroove（http://www.groove.net/）が登場した。grooveは個人同士でグループを作り、その仲間内でファイル共有、スケジュール共有をするというものだ。P2Pなので情報を一括して管理するサーバーは存在しない。情報を持っているクライアントはオンライン世界的に考えれば動的なもので、各コンピュータを区別するIPアドレスをというものも動的に変わってしまう。そのような場合になっては検索エンジンで発見することもできないし、検索エンジンに発見されることものぞばないだろう。そういう場合ではアプリケーション側で一般の人に対する情報公開を実装しなければいけないだろう。
これからのオンライン情報の共有はどういう方向に進むのだろうか。
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